
●ハチに襲われないためには？

ハチは、ある一定の距離以上近づくと襲ってくるため、ハチの巣を見つけたらまずは

近づかないようにしましょう。もし、ハチが近くに来ても、追いかけたり腕を振り回すな

どしないでじっとしていてください。むやみに動くとハチは攻撃されたと患い、産室して

いかくしてくるので、余計に刺されてしまうからです。ハチを刺激しないようにすること

が大切です。

また、ハチは鳶い色を好むという傾向があります。そのため、髪の毛や目などを襲っ

てくることがありますので、頭を隠すように低い姿勢を取ります。黒や花柄の服も標的

になりやすいので、避けた方がよいでしょう。

さらに、ハチは匂いのするものを攻撃する性質があり、香水や匂いのキツイ化粧品、

整髪料などの使用を避けましょう。

●刺されてしまったら？

毒液は水に溶けやすいため、ハチに刺されたら、まず傷口を流水でよく洗い流し、傷

口から毒を絞り出してください。口で吸った場合、毒は必ず吐き出すようにすること。

そして、かゆみ止め軟膏（ステロイド軟膏）等を塗って病院で診てもらってください。

昔からハチに刺されたら、アンモニア水やおしっこをかけるとよいという考えもありまし

たが、ハチの毒はほとんど中性に近く、アンモニアで中和するというのは、効果がない

と最近ではいわれています。
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